
【参考】こども・若者の声の反映 一覧 

 

基本目標１ こども・若者の権利尊重、まちづくりに参画する機会づくり 

こども・若者の声  関連する項目 

・すべてのこどもを平等に扱ってほしい。（小

学生） 

・こどものことを決めるとき、こどもの意見

を聞く。（中学生） 

・こどもへの支援は皆、平等にしてほしい。

（青年期） 

・障がいを持っている人も平等な社会にして

ほしい。（青年期） 

 
(1)こども・若者が権利の主体であることの理解

促進・普及啓発 

・こどもの権利についての理解促進と普及啓発を行

います。 

・こどものことを決めるとき、こどもの意見

を聞く。（中学生） 
 

(2)こども・若者の参画機会づくり 

・こども・若者がまちづくりについて話し合い、意見

を表明する機会を確保します。 

・こども提案型のまちづくりの機会を提供し、こど

も目線での提案機会を確保します。 

 

  



基本目標２ 多様な遊びや体験、活躍できる機会づくり 

こども・若者の声  関連する項目 

・探検できる場所があったらいいな。（就学前

児童） 

・消防士やお医者さん、お巡りさん等お仕事

の体験ができる場所があればいいな。（就学

前児童） 

・自然体験ができる場所があればいい。（小学

生） 

・勉学も大事だけど課外授業をもっと増やし

てほしい。（青年期） 

・こども向けイベントを開催してほしい。（特

に土曜日）（若者世代） 

・南城市の歴史、文化の魅力を発信してほし

い。（青年期） 

 
(1)こどもの可能性を広げるための、様々な体験

機会の創出 

・市内の既存資源の活用、団体等との連携による自

然・文化・歴史体験機会を創出します。 

・市内の企業等と連携し、職場見学等の現場の体験

活動を行います。 

・おやつを食べながらおしゃべりがいっぱい

できる場所。（就学前児童） 

・静かな場所で絵本や図鑑など好きな本をい

っぱい読むことができる場所があるとい

い。（就学前児童） 

・海や山、川などで動物や虫、花を探したり、

キャンプ等ができる場所がほしい。（就学前

児童） 

・室内で遊具や運動用具を使って遊べる場

所。（就学前児童） 

・インターネットが自由に使える場所がほし

い。（小学生、中学生） 

・屋外でスポーツや体を動かせる場所。（小学

生、中学生） 

・屋内での遊び場。（小学生、中学生） 

・勉強や本が読める静かな場所。（小学生、中

学生） 

・友だちと遊ぶ場所がない。（小学生、中学生） 

・気軽におしゃべりできる場所。（中学生） 

・こどもが遊ぶ場所や遊具を増やしてほし

い。（青年期） 

・市立図書館、大きな図書館がほしい。（青年

期、若者世代) 

・屋内遊び場がほしい。（若者世代） 

・学びの場を作ってほしい。（図書館、自習ス

ペース）（若者世代） 

・公園や遊び場の増設、整備をしてほしい。

（若者世代） 

・こどもが安心して遊べる公園や遊具の整備

をしてほしい。（若者世代） 

 
(2)のびのびと成長するための、遊び場や学びの

機会の確保 

・公園がこどもの遊び場であると共に、世代を超え

た市民が集う、魅力ある場となるように公園の修

繕・維持管理を行います。 

・市内の豊かな自然を活用した遊びや体験機会の創

出に努めます。 

・書籍の充実のほか、図書館が「親子で楽しく集える

場」となるよう市立図書館の充実を図ります。 



基本目標３ こどもや若者への切れ目のない保健・医療の提供 

こども・若者の声  関連する項目 

・父親向けの子育て体験を実施してほしい。

（若者世代） 

 

(1)妊娠期からの切れ目のない保健・医療等の支

援充実 

・妊娠期から産後までを安心して過ごせるように、

妊娠中のからだのことや母乳のこと、出産、子育て

に関する学習や相談を行います。 

・健康診断や予防接種を無料で受けられるよ

うにしてほしい。（青年期）  

(2)こどもの健康支援 

・予防接種の費用助成を行うことでこどもの病気を

予防し、健やかな健康を支援します。 

 
 

(3)こども(中学生以上)・若者(20 代・30 代)の

健康支援 

  (4)食育の推進 

・小中学校での性教育を充実させてほしい。

（若者世代）  
(5)思春期保健対策の充実 

・児童生徒への正しい知識の普及を図ります。 

 

基本目標４ 多様な環境にあるこども・若者への支援 

こども・若者の声  関連する項目 

・本当に困っているこどもの声に耳を傾けて

ほしい。（小学生、中学生） 

・一見楽しそうに見えても、実は困っている

かもしれないので、相談できる場所をつく

ってほしい。（青年期） 

・ただ話を聞いてほしい、寄り添ってほしい。

（青年期） 

 

(1)こども達への相談支援・寄り添い支援の充実 

・こども達の不安や困りごとなどに耳を傾け、助言

や支援へとつなぐ体制の充実を図ります。 

・無料塾があれば通いたい。（青年期） 

・若者や貧困層への補助金や所得支援をして

ほしい。（若者世代） 

 

(2)こどもの貧困対策の充実 

・生活困窮世帯のこどものへの支援を充実するため、

こどもの居場所確保や経済的支援等を行います。 

・障がいを持つこどもの支援制度を充実させ

てほしい。（青年期） 

・幼児の発達障害の早期支援をしてほしい。

（若者世代） 

 

(3)障がい児支援・医療的ケア児等への支援 

・障がい児への支援充実と共に、発達支援や医療的

ケア児への支援について、保健・福祉・教育・保育

などと連携し、地域で安心して過ごせる環境づく

りを行います。 

  (4)児童虐待防止対策の充実 

・いじめのない社会を作ってほしい。（小学

生、中学生）  

(5)不登校、いじめ、ヤングケアラー等への支援充実 

・いじめの未然防止、いじめの早期発見・早期対応・

即日解決に向けた取組の充実を図ります。 

  (6)児童生徒・若者の自殺予防 

  (7)養護が必要なこどもへの対応充実 



基本目標５ こどもの発達段階に応じた学び・保育・居場所づくりの充実 

こども・若者の声  関連する項目 

  (1)幼児期の教育・保育の充実、一体的提供の推進 

・学校での柔軟な学びの選択肢を提供してほ

しい。（青年期） 
 

(2)児童生徒への教育の充実 

・授業改善(主体的・対話的で深い学び)を中心とし

た学力向上の取組の実践研究を行います。 

・友だちと遊ぶ場所がない。（小学生、中学生） 

・こどもも大人も気軽に集まれる場所をつく

ってほしい。(青年期) 

・地域住民が気軽に参加できるイベントや交

流会を増やしてほしい。(青年期)  

・学童保育や児童館の充実をしてほしい。（若

者世代） 

 
(3)こどもの居場所づくり 

・居場所のニーズや地域資源等を学校単位で検証し、

学校やムラヤー(自治公民館等)等の活用も含めた

確保策の検討を行います。 

・放課後子ども教室の充実のため、サークルや社会

教育団体等と連携し、文化、芸能などの体験活動の

機会確保を図ります。 

・放課後児童クラブの拡充のための巡回指導及び定

期監査を実施します。 

・児童館のイベントをこども向け、親子向けなど充

実を図ります。 

 

基本目標６ 若者の世代が将来に夢を持てる環境づくり 

こども・若者の声  関連する項目 

・高校や大学まで無料で教育を受けられるよ

うにしてほしい。（中学生） 

・高校無償化。パソコン、タブレット等高すぎ

る。入学時の補助があったら良かった。（青

年期） 

・高校も大学も学費を安くしてほしい。（青年

期） 

・学びたいことがあってもお金の問題で進学

を諦めるこども達を減らしてほしい。（青年

期） 

・若者向けの支援策を充実してほしい。（若者

世代） 

 
(1)教育に係る経済的支援 

・未来ある若者の将来の希望を実現するために、高

等教育等に係る経済的支援の充実を図ります。 

・若者向けの支援策を充実してほしい。（若者

世代） 
 

(2)若者の就労支援の充実 

・雇用創出サポートセンターでの求人情報提供、企業

とのマッチングなど、若者の就労支援に努めます。 

・家賃の援助をしてほしい。（若者世代） 

・若者向けの支援策を充実してほしい。（若者

世代） 

 
(3)若者が地域で暮らし続けるための生活支援

の充実 

・結婚を機に新生活を迎える新婚世帯へ、住居費(住

宅取得・賃貸)等の一部を補助します。 

  



基本目標７ 子育て家庭への支援の充実 

こども・若者の声  関連する項目 

・高校生まで医療費を免除してほしい。（青年

期） 

・経済的支援をしてほしい。（若者世代） 

・出産手当金や児童手当、育児給付金などの

金銭的支援をしてほしい。（若者世代） 

・学費、給食費、保育料支援、高校生までの医

療費無償化をしてほしい。（若者世代） 

 
(1)子育てや教育に関する経済的負担の軽減 

・子育てに係る費用負担の軽減を図るため、様々な

経済的支援策に努めます。 

・病児保育を整備してほしい。（青年期） 

・保育園の拡充をしてほしい。（待機児童解消

など）（若者世代） 

 
(2)教育・保育サービスの充実 

・就学前児童をもつ家庭が安心とゆとりをもって子

育てができるように、教育・保育サービスが利用し

やすい環境づくりを図ります。 

・子育て相談や親のサポート施設を設置して

ほしい。（若者世代） 
 

(3)相談・情報提供の充実 

・子育て家庭の困りごとについて、気軽な相談から

専門的な相談までを受け必要な支援へとつなぐ相

談体制をつくります。 

・子育て支援のため、児童館や支援センター

の利用しやすさを向上させてほしい。（若者

世代） 

 
(4)地域で安心してこどもを産み育てるための

支援充実 

・子育て家庭の孤立を防ぎ、子育て不安の解消を図る

ため、身近な地域での子育て支援を充実します。 

・児童館において、子育ての悩みや不安等を気軽に相

談できるよう「子育て広場」を今後も実施します。 

・働き方改革をしてほしい。（復職支援、育児

との両立支援）（若者世代） 
 

(5)共働き・共育てのための環境づくり啓発 

・共働き・共育てに関する意識啓発による職場の理

解向上を図ります。 

  (6)ひとり親家庭への支援 

 

基本目標８ こども施策を推進するために必要な事項 

こども・若者の声  関連する項目 

・地域全体でこどもを見守れるような環境が

必要。（青年期） 

・地域住民が気軽に参加できるイベントや交

流会を増やしてほしい。（青年期） 

 
(1)地域や関係機関・団体とのつながりによるこ

ども施策の展開 

・こども達が地域のつながりや支え合いの取組に参

加する機会を確保できるようにします。 

・保育士や教育関連職の待遇を改善してほし

い。（若者世代） 
 

(2)人材の確保の推進 

・国や県の各種補助事業を活用して保育者等の確保

に努めます。 

 

  



※その他の分野 

こども・若者の声  対応について 

【道路・交通】 

・道路で、事故に遭いそうなところがある。

（小学生） 

・夜暗くて歩くのが怖い場所がある。（小学

生、中学生） 

・バスの本数を増やしてほしい。（登下校の

時間）（青年期） 

 

◎関係する各課にこれらの声を伝え、対応してい

けるように進めます。 
【防犯・地域環境】 

・街灯の設置を増やして、夜道の安全を確保

してほしい。（青年期、若者世代） 

・通学路や公共施設周辺の草刈り、安全整備

をしてほしい。（若者世代） 

・ゴミの分別やリサイクルを促進するため

の教育をしてほしい。（青年期） 

・冠水対策を実施してほしい。（特定地域の

道路整備）（若者世代） 

 

 

 


